
子
宮
内
膜
症
と
は
、
子
宮
の
内
側

を
覆
う
子
宮
内
膜
と
よ
く
似
た
組
織

が
、
本
来
と
は
違
う
場
所
に
発
生
し

て
し
ま
う
病
気
で
す
。

子
宮
内
膜
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
働

き
で
受
精
卵
が
着
床
で
き
る
よ
う
に

厚
く
な
り
ま
す
が
、
妊
娠
が
成
立
し

な
か
っ
た
場
合
は
は
が
れ
落
ち
、
月

経
血
と
し
て
膣
か
ら
体
外
へ
排
出
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
子
宮
内
膜
は

周
期
的
に
増
殖
・
剥
離
を
く
り
返
し

ま
す
が
、
本
来
の
場
所
以
外
に
発
生

し
た
子
宮
内
膜
組
織
も
同
じ
よ
う
に

増
殖
・
剥
離
し
て
出
血
を
起
こ
し
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
子
宮
内
膜

組
織
は
剥
離
し
て
も
出
口
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
血
液
が
体
内
に

と
ど
ま
る
こ
と
で
炎
症
が
起
き
た
り
、

臓
器
と
の
癒
着
が
起
き
た
り
し
ま
す
。

な
ぜ
起
こ
る
の
か
に
つ
い
て
は
明

ら
か
に
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
月

経
血
が
卵
管
を
逆
流
し
て
卵
巣
や
腹

膜
、
骨
盤
内
の
臓
器
と
臓
器
の
間
な

ど
に
付
着
す
る
こ
と
が
発
生
原
因
の

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
は
強
い
月
経
痛
や
不

妊
を
招
く
た
め
、
女
性
に
と
っ
て
悩

ま
し
い
病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
も
多
い
症
状
は
月
経
痛
で
す
。

激
し
い
痛
み
の
た
め
に
寝
込
ん
で
し

ま
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ダ

グ
ラ
ス
窩
深
部
病
変
の
場
合
は
、
子

宮
と
直
腸
の
癒
着
に
よ
っ
て
排
便
痛

や
性
交
痛
な
ど
も
起
こ
り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
月
経
時
以
外
の
下
腹
部
痛
、

腰
痛
、
不
正
出
血
、
月
経
異
常
（
過

多
月
経
）、
頭
痛
、
便
秘
、
吐
き
気
・

嘔
吐
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
不
妊
は
患
者
さ
ん
の
30
〜

40
％
に
認
め
ら
れ
ま
す
。
因
果
関
係

は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
卵

巣
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
嚢
胞
に
よ
る
排
卵

障
害
、
卵
管
癒
着
、
腹
膜
病
変
に
よ

る
腹
腔
内
の
癒
着
な
ど
か
ら
不
妊
に

な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

強
い
月
経
痛
が
起
こ
る
原
因
の
一

つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

子
宮
内
膜
症
の
人
は
生
理
活
性
物
質

「
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
」
が
通
常

よ
り
も
多
く
分
泌
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
に
は
平
滑

筋
（
内
臓
や
血
管
壁
に
あ
る
筋
肉
）

を
収
縮
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
、
月
経

血
の
排
出
や
分
娩
に
も
関
係
し
て
い

ま
す
。
こ
の
作
用
に
よ
っ
て
子
宮
の

収
縮
が
強
く
な
る
た
め
、
激
し
い
月

経
痛
が
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

医
師
が
き
ち
ん
と
話
を
聞
き
、
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
る
か
な

ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
、
自
分
に
合
う
病

院
（
医
師
）
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

婦
人
科
で
は
、
問
診
に
続
い
て
内

診
を
行
い
ま
す
。
性
交
痛
や
排
便
痛

が
あ
る
場
合
は
肛
門
か
ら
指
を
挿
入

し
て
調
べ
る
直
腸
診
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
次
に
超
音
波
検
査
で
子

宮
、
卵
巣
の
状
態
を
診
ま
す
。
ま
た
、

血
液
検
査
で
は
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
（
Ｃ

Ａ
１
２
５
）
の
数
値
や
貧
血
、
炎
症

反
応
な
ど
を
調
べ
ま
す
。
超
音
波
検

査
で
卵
巣
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
嚢
胞
が
確

認
さ
れ
た
場
合
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で

詳
し
く
調
べ
ま
す
。
子
宮
内
膜
症
は
、

腹
腔
鏡
検
査
な
ど
で
病
変
を
直
接
見

な
け
れ
ば
確
定
診
断
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
多
く
は
超
音
波
検
査
や
血
液
検

査
な
ど
に
よ
る
臨
床
診
断
に
よ
っ
て

治
療
に
進
み
ま
す
。

治
療
法
に
は
、
大
き
く
分
け
て
薬

物
療
法
と
手
術
療
法
が
あ
り
ま
す
。

薬
物
療
法
に
は
、
鎮
痛
薬
や
漢
方
薬

を
用
い
て
痛
み
を
緩
和
す
る
対
症
療

法
と
低
用
量
ピ
ル
や
黄
体
ホ
ル
モ
ン

製
剤
、
Ｇ
n
Ｒ
Ｈ
ア
ゴ
ニ
ス
ト
な
ど
を

使
う
ホ
ル
モ
ン
療
法
が
あ
り
ま
す
。

手
術
療
法
に
は
、
病
巣
だ
け
を
取
り

除
き
、
妊
娠
の
可
能
性
を
残
す
保
存

手
術
と
、
子
宮
や
卵
巣
を
す
べ
て
取

り
除
く
根
治
手
術
が
あ
り
ま
す
。

治
療
法
を
選
ぶ
と
き
は
、
症
状
や

年
齢
、
妊
娠
の
希
望
な
ど
を
考
慮
す

る
た
め
、
医
師
と
よ
く
相
談
し
て
決

め
ま
し
ょ
う
。

子
宮
内
膜
に
似
た
組
織
が

別
の
場
所
に
発
生
す
る
病
気

月
経
時
以
外
の
下
腹
部
痛
や

性
交
痛
、
排
便
痛
な
ど
も

安
心
し
て
受
診
で
き
る

自
分
に
合
っ
た
病
院
を 子宮内膜症の主な種類には、卵巣にできる「卵

巣チョコレート嚢
のうほう

胞」、腹膜にできる「腹膜病
変」、 ダグラス窩

か

にできる 「ダグラス窩深部病
変」などがあります。

強い月経痛や不妊を招く

子宮内膜症
「月経痛（生理痛）は誰にでもあるもの」と、強い痛みをがまんしていませんか？

日常生活に支障をきたすほどのひどい月経痛を起こす原因の一つが 「子宮内膜症」です。
不妊を招くこともありますので、鎮痛薬が手放せない人、
鎮痛薬を服用しても痛みが治まらない人は要注意です。

知っておきたい
健康相談室

教えて
ドクター！

子宮内膜症が発生しやすい場所

10人に１人が
 子宮内膜症！

監修 大山 香
おおやま・かおり
対馬ルリ子女性ライフクリニック銀座 勤務
日本産婦人科学会専門医
昭和大学医学部卒業後、 昭和大学産婦人科入局。
昭和大学付属病院や関連病院を経て、 2017年より
同クリニック勤務。

子宮

膀胱

直腸

膣

腹壁
腹膜

卵巣

ダグラス窩

Q1 子宮内膜症とはどんな病気ですか？

Q2 症状について教えてください。

Q3 婦人科ではどんなことをするのか不安です。
A

A

A卵巣
チョコレート嚢胞とは？

卵巣にできた子宮内膜は、月経期に
なるとはがれて出血を起こします。卵巣
には血液を排出する出口がないため、血
液の多くは卵巣内にたまります。それが
古くなるとチョコレート色になることから
名付けられました。

この卵巣チョコレート嚢胞は、がん化
しやすいことがわかっています。40 歳以
上の人や若くても嚢胞の直径が 10 セン
チ以上ある場合は、とくにリスクが高い
といわれています。

子宮内膜症は再発することが多い病
気です。子宮・卵巣を摘出する根治手術
をしないかぎり、長期にわたる経過観察
が必要となります。

子宮内膜症の患者数は増加傾向にあり、子ど
もを産み育てる世代の約 10％がかかっているとい
われています。また、近年では発症年齢が下がり、
10 代後半にも多くみられるようになっています。

子宮内膜症は月経血の逆流が原因とされている
ため、月経回数が多いほど発症リスクが上がります。
現代の女性は初経の低年齢化、初産の高年齢化、
出産回数の減少などによって生涯の月経回数が昭
和初期以前の女性と比べて約 10 倍にもなりまし
た。医療の進歩により発見しやすくなったことに加
え、この月経回数の増加が発症リスクを増やしてい
ると考えられています。
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